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一一今月のおもな記事一一

。栄えある数々の表彰……（2)

。着ノJ進む町の事業…・…・・（3)

。秋の全国火災予防運動…（4)

。学綬教育アンケー ト

まとまる・・・…－・・・・・・・・（5)

。ソ連みたまま

青年の船に参加して…（7)
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藍
綬
褒
章
に

米
田
吉
一

県
政
功
労
者
な
ど
の
表
彰
に
六
氏

藍

綬

褒

賞

ー鯨 2 6 7 1; 

昭
如
何
五
十
二
年
秋
の
安
定
で
、
米
間
百

二
氏
（
朝
日
町
議
会
議
員

・
元
議
長
）
が

自
由

m労
者
と
し
て
町
民
沼
山
公
館
を
受
信
さ

れ
ま
し
た
。

ひ

地
方
自
治
功
労

米
国
吉
ニ
氏

（
的
才
）

朝
日
町
議
会
議

員東
草
野
一
ニ
五
六

さあ~i 

’ハ幼
結
V

昭
和
十
七
年
泊
町
議
会
議
員

に
就
任
、
以
来
今
日
ま
で
三
十
五
年
余
り

に
わ
た
り
町
滋
会
の
犠
員
と
し
て
地
方
自

治
の
娠
興
と
発
展
に
尽
く
し
た
ω

乙
の
問
、
朝
円
町
議
会
議
長
を
務
め
る

な
ど
、
一

貫
し
て
議
会
の
運
醤
と
町
政
の

発
阪
に
寄
与
し
た
。

丘；ミE同J:!.8 P. s I. 
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県
政
功
労
者
表
彰

県
政
幼
労
者
援
彰
式
が
十

一
月
一
日
県

庁
で
行
ね
れ
、

朝
日
町
関
係
で
は
泊
病
院

長
刀
仰
沢
氏
符
氏
が
底
が
功
労
者
と
し
て

衰
の
を
去
げ
ら
れ
ま
し
た
。

氏
医
事
功
労

柳
沢
武
努
氏

〈
印
歳
）

朝
H
町
立
同
病

院
長

一む
凶
七
七

八
功
縦

V

泊
的
院
長
と
し
て
、
二
十
九

年
余
に
わ
た
り
地
蹴
住
民
の
医
療
と
保
健

衛
生
向
上
の
た
め
日
夜
紗
綾
に
従
が
す
る

と
と
も
に
、
病
院
の
健
全
経
営
に
つ
い
て

細
心
の
努
力
を
は
ら
い
、
地
域
に
マ

ッ品

し
た
医
療
体
制
の
た
て
な
お
し
な
ど
に
待

与
し
た
。県

文
化
表
彰

本
年
度
の
県

X
化
功
労
者
の
表
彰
試
は

十
一
月
一
日
県
庁
特
別
室
で
行
わ
れ
、
朝

日
町
か
ら
は
、

短
歌
の
普
及
に
寄
与
さ
れ

た
広
川
親
義
氏
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た。

文

学広
川
親
獲
氏

（

n鵡）

以
歌
人
連
加
速

道
委
員

平
汀
五
八
・・市

／ハ
山
知
＼

匹
十
四
年
に
わ
た
り
鮫
般
の

創
作
に
精
進
し
、
県
歌
人
連
盟
速
営
蚕
・尚

と
し
て
後
進
の
育
成
街
与
に
努
力
す
る
と

と
わ
に
、
ぺU
M
山
県
の
文
化
振
興
の
発
出
に

得
与
し
た
。

北
日
本
新
聞
善
行
賞

十
一
月
一－一日
兆
円
ぷ
新
聞
社
に
お
い
て

必

M
K刷
新
凶
器
行
自
の
ま
影
武
が
行
わ

れ
、
朝
日
町
か
ら
は
苔
行
衡
に
岡
附
叫
氏
、

優
良
消
防
団
員
に
の
り
℃
郎
氏
が
そ
八
そ

れ
表
彰
さ
れ
古
吊
し
た
。． 

二流 t.Y, 警
川 llli 同行
凶｛土〈 崎 賞
五、・1:48 
. t定蔵 勇
の） 氏

〈
山
制
約

V

身
障
者
雇
用
と
指
持
を

一
目

し
て
続
け
、
こ
れ
ま
で
七
人
の
身
問
教
を

引
き
う
け
、
う
ち
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立

店
を
例
え
た
。
乙
の
閥
、
自
立
更
生
の
陥

み
に
と
全
国
身
体
障
由
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
技
能
授
校
六
会
に
従
業
白
を
柿
極
的
に

容
加
さ
せ
た
。

優
良
消
防
団
員

谷
口
宅
郎
氏

（
日
成
｝

第
一
分
間
長

山
崎
J

．、

一一三

一一一

ハ
山川刊引

・

的
防
川
の
付
託
と
し
て
あ
ら

ゆ
る
だ
万
一か
う
お
土
を
川町・
4
J
、
時
代
虫
川
三

の
普
及
、

ω・八
尚
防
隊
の
設

m．
小
川
附
ぬ

訟
の
弘
元
強
化
な
ど
を
凶
っ
た
。
ま
れ
人
的

防
新
梓
に
徐
し
、
匠
白
の
資
引
い
4
L
L
と
卜．

hmの
高
出
に
つ
と
め
て
い
る
。

県
教
育
功
労
者
表
彰

去
る
十
一
月
一
日
行
わ
れ
た
－M
山
県
教

向
幼
労
者
表
彩
式
に
お
い
て
．川俊
・
同
教
峨

同
と
し
て
他
似
界
氏
、
Mm・以
教
育
研
究
符

と
し
て
山
円
何
鍛
氏
が
妥
mwぞ
交
け
ら
れ

ま
し
た
。

優
良
教
職
員

池

原

昇

氏

へ
出
俊
）

問
l
可
児
ト
川

中
写
校
教
抑

（川
γ
柳』

附
和
二
十
年
中
学
校
教
諭
と
し
て
ポ
峨

以
米
、
忠
欲
的
に
学
校
教
育
指
将
の
実
践

と
と
り
抑
制
ま
れ
、
「
学
校
課
題
研
究
の
鍛

進
、
解
明
」
、

「
税
学
教
育
に
お
け
る
川

造
と
実
践
」
、

「
統
計
の
作
り
方
、
毘
万

の
実
践
」
な
ど
の
指
場
業
約
、
似
川h
M

が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

優
良
教
育
研
究

者
山
口
哲
峰
雄
氏

（
叩
此
｝

川市川
部
肘
町
高
志

野
中
学
校
教
訓

（川
似
町
」

断
和
二
十
四
年
中
学
校
教
仰
と
し
て
木

版
以
米
．
学
校
教
冷
に
対
す
る
側
先
心
が

依
く
、
巡
は
れ
て
「
米
同
に
お
け
る
英
担

問
先
将
位
一
二
二
河
参
加
す
る
な
ど
そ
の

山
内
究
の
結
m
〈
を
抗
心
・
討
に
生
か
し
た
かmγ
心

な
研
究
吠
災
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
《
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…劃
…小
川
中
の
三
殺

…を
一

…哨

…
富
山
県
統
計

U

百
笥
，
，

…知
…

…県
…

:2・

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

ト
・バ
十
八
円

一．
統
計
の
川
」
に
小
川
小

学
校
二
．
年
の
必
川
光

・
広
川
茂

・
山
崎
市

治
さ
ん
の
共
同
作
品
（

mえ
る
少
年
非
行

の
災
態
』
が
、
－M
山川州統叫一川
Y
H
ソ
コ
ン

ク
l

化
じ
お
い
て
、
県
知

μ
衡
を
ベ
イ
貸
さ

れ
ま
し
た。

朝
日
町
関
係
入
賞
者

県
知
恵
貧

〈主
部
）

mえ
る
少
年
非
行
の
実
態

小
川
中
コ一
年

北

山

允

広

川

茂

山

崎

れ

治

峰
山教
育
長
賞

〈一六
部）

？
制
収
の
願
い
、
子
供
の
卓
司
え

小
川
中
主
年

大

森

純

子

長

崎

総

定

佳

作

〈
一一
．
m
v

。
制
円
町
の
火
災

」t~：： 
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昭
和
五
十
二
年
度

着
々
進
む
町
の
事
業

ー
農
村
公
園
な
ど
完
成
！

《朝日町生活改普センター》
、宮崎診療所グ

七
月
か
ら
宮
崎
地
内
で
建
設
さ
れ
て
い

た
「
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
」
は
、
い
よ
い

よ
十
一
月
十
四
日
に
駿
工
し
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
地
践
の
仮
興
と
、

地
減
住
民
の
福
祉
向
上
を
は
か
る
た
め
の

中
心
的
な
施
設
と
し
て
設
関
さ
れ
た
も
の

で
、
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
と
れ
と
隣
接
し
て
、
者
約
化
し

て
い
た
宮
崎
診
療
所
も
併

η
せ
て
前
必
中

で
、
岡
田
竣
工
し
ま
す
？

さあ報ー広一回一一 抱卵31年 8司8日
一 斉 3・・使唱曲毘町一

．， 八
三
枚
橋
農
村
公
園
完
成
V

山
村
総
合
特
備
・し
日
ル
山
市
栄
の
一
っ
と
し
て
．

ぶ
一
枚
補
地
内
の
総
出
仰
れ
削
に
建
設
中
の
一一
一枚
儒

山
河
川
け
公
閣
は
こ
の
ほ
ど
先
引
し
ま
し
た
。
川
公
悶
内

こ
は
、
必
八
一、
〈，
つ
じ
な
ど
の

小川
北
、
山
．問
灯
、

－

r
f

L
W
3
が
芯
術
ざ
われ
て
お
けヅ
、
げい．そ
を
吋
り
す

一吋日汁
1
γ
ー
の
こ
と
チ
で
か二
項
す
ぐ

五
十
人
乗
り

町
政
パ
ス
購
入

旧役場跡地に

小 公園・駐車場の整備進む〉

－；自行在所修築 ・公衆便所新築なる ー・

没Jめ庁舎の修転により、旧Jr戸？は取I）こわされましにケ、 久1:

地は小公園を中心に町民立つくつろぎの場として彪怖さZ：て；才

す

現任、泊1-J(1：所の修然、公衆便所の新議事業が完γし、

酒、駐車場の瞥備が進んでおη、；1月中には必成しますュ

。、，うふ．，、

＼
役
場
前
舗
装
工
事
完
成
＼

J) 
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使
う
火
を

消
す
ま
で
離
す
な
目
と
心

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

＋
一
月
二
十
六
日

t
十
二
月
二
日

。 ’~ 2 6 T号

こ
と
し
も
、

n月
羽
田
か
ら
ロ
月
2
一

日
ま
で
の
一
週
間
「
全
国
火
災
予
防
運
一

動
」
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
一

あ
な
た
の
命
と

財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ひー

曹
尽
く
な
る
と
、
一
般
家
庭
で
は
百
油
ス

ト
ー
ブ
、
乙
た
つ
な
ど
の
曜
隠
目
標
具
が
使

用
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
睡

房
器
具
が
原
因
の
火
災
が
急
婚
し
て
い
ま

す。
昭
和
五
十
年
の
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災

で
は
、
ス
ト
！
プ
に
よ
る
も
の
が
愚
・
も
多

一
く
、
二
千
四
百
九
十
七
件
、
つ
い
で
こ
た

一
つ
に
よ
る
も
の
七
百
六
十
一
件
、
な
ど
と

一
な
っ
て
い
ま
す
。

一
ま
た
今
年

一
、
二
月
だ
け
で
も
、
二
十
名

一
以
上
の
人
が
、
暖
房
器
具
の
取
扱
い
不
注

一
意
に
よ
る
火
災
で
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

さあ報広電車協32年 8月S自

’n••使・n可

暖
房
器
具
の

正
し
い
使
い
方
ハ
ヵ
条

暖
房
器
具
は
、
取
銀
い
使
用
・
や
注
意

・
を
よ
く
読
ん
で
危
険
の
な
い
よ
う
に
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

一
①
出
入
口
、
通
路
、
階
段
下
な
ど
通
行

圃
の
邪
魔
に
な
る
場
所
で
は
使
用
し
な
い
。

①
カ
ー
テ
ン
、
障
子
、
ふ
す
ま
な
ど
燃

え
や
す
い
も
の
が
落
下
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
場
所
で
は
使
用
し
な
い
。

①
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、
ス
ト
ー
ブ

の
周
囲
に
か
こ
い
を
す
る
な
ど
川
房
器
具

に
直
祭
手
が
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

＠
故
障
し
た
り
破
損
し
た
器
具
は
使
用

し
な
い
。

①

可

燃
性
の
ガ
ス
や
蒸
気
が
発
生
し
た

り
、
た
ま
る
よ
う
な
場
所
で
は
使
用
し
な

、。
－V
 

①
長
具
の
宵
隠匿
を
、
い
つ
も
き
ち
入
と

般
恒
産
し
、
燃
え
や
す
い
も
の
は
近
く
に
置

か
な
い
。

①

諮
問針
の
点
検
、
整
備
を
手
ま
め
に
す

司。
。

＠
洗
た
く
も
の
な
ど
の
舵
燦
鰭
代
わ
り

に
使
わ
な
い
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
を

使
う
と
き
は

｛
込
火
を
つ
け
た
ま
ま
の
絵
抗
は
胞に
た
に

行
わ
な
い
。

①

給

油
は
、
油
最
前
を
見
な
が
ら
行
い

こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
す’
る。

①

給
山
U
の
ソ
タ
は
き
ち
ん
と
閉
め
て

お
く
。

＠
乙
ぼ
れ
た
仙
は
必
ず
ふ
き
と
る
、．

①

点
火
は、

州
制
れ
が
な
い
こ
と
を
舷

認
し
て
か
ら
行
う
。

＠
使
用
中
の
ス
ト
ー
ブ
を
持
ち
選
ん
だ

り
、
ゆ
す
っ
た
り
し
な
い
。

①
耐
震
自
動
消
化
装
置
を
必
ら
ず
セ
・

ト
し
て
使
用
す
る
。

ま
た
、
火
災
予
防
運
針
期
間
は
、
午
前

七
時
と
午
後
九
時
の
二
回
サ
イ
レ
ン
を
欧

的
し
ま
す
。

4・

主；
f主 ；

jよf1~、

十
五
秒

谷 ｛本

十
五
秒

な
お
、
尚
防
署
・員
、
消
防
団
員
が
、
み

な
さ
ん
の
臓
編
、
家
庭
の
査
察
に
問
り
ま

ず
か
ら
と
協
力
く
だ
さ
い
。

朝
日
町
消
防
団
員
表
彰

去
る
十
一

月
六
日
朝
日
町
消
防
川
秋
季

前
習
が
聞
か
れ
、
業
務
訓
練
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
あ
と
、
長
年
、
消
防
業
務
に
功

績
の
あ
っ
た
優
良
消
防
問
員
と
消
防
協
力

者
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

－
富
山
県
知
事
表
彰
av

山
市

進

青
木
久
康

河
内
邦
洋

板

東

保

浜
刀
闘
力

寺
田
利
夫

細
川
哲
夫

竹

谷

猛

凶

申

勉

。
消
防
団
長
表
彰
・

町民出
利
作

出
井
久
山

小
林
孝
司

入

江

久

新
谷
勝
秀

担
建
誠

一

a
－
退
団
者
感
謝
状
a

’

本
田
久
男

渡
辺
久
三

鹿
熊
安
広

藤
田
良
平

長

谷

宮

東
崎
良
雄

〈第

一
分
間

〈第
二
分
間

戸第
三
分
団

（第
四
分
団

（第
四
分
団

｛
第
五
分
団

（
第
五
分
団

（
第
六
分
間

（第
六
分
間

（第

一
分
間

（
第
二
分
間

（第
三
分
団

（
第
四
分
団

（
第
五
分
団

（第
六
分
団

〈元
第
一
分
間

（元
第
一
分
団

（元
第

一
分
川

（元
第
二
分
団

（元
第
三
分
団

（
元
第
五
分
団

川
員
』

団
一儲）

問
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

団
員
）

班
長
）

団
員
）

団
員
〉

団
員）

団
員
）

団
員
）

団
員
｝

団
員〉班

長
〉

団
員
）

団
員〉

団
員
）

団
員
）

部
長
）

水
島
隆
男（一克

第
六
分
間
配
分
間
長
）

竹
谷
結
審

（
元
第
六
分
団
陸
長
〉

根
建
武
男
〈
元
第
六
分
間
班
長
〉

水
島
留
夫
（
元
第
六
分
団
団
員
〉

(4": 

－
消
防
協
力
者
表
彰
a

’

佐
渡
茂
さ
ん
〈
朝
日
町
清
水
町
）

八
月
五
日
清
水
町
地
内
で
発
生
し
た
火

災
の
消
火
に
い
ち
は
や
く
尽
力
し
た
。

税
を
知
る
週
間

日
月
刊
日

t
げ
日

税
金
は
、
私
た
ち
が
安
定
し
た
住
み

よ
い
日
ら
し
を
願
う
と
き
、
社
会
の

一
－

員
の
議
務
と
し
て
負
抱
し

な
け
れ
ば

な
ら
な
い

“
会
賞
。
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
そ
し
て
日
常
生
活
に
必
要
な
道
路

や
住
宅
を
つ
く
っ
た
り
、
社
会
福
靴
を

光
実
さ
せ
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
薗
で
役

？
っ
て
い
ま
す。

こ
の
よ
う
な
私
た
の
生
活
に
深
い
つ

な
が
り
を
も
っ
て
い
る
税
金
に
つ
い

て
、
そ
の
し
く
み
や
使
い
み
ち
な
ど
を

・

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
国

税
庁
で
は
、
十

一
月
十
一
日
か
ら
十
七

一

固
ま
で
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
て
、

税
務
行
政
の
現
状
の
お
知
ら
せ
、
納
税

．

f

者
に
有
利
な
税
知
み
の
普
及
、
税
務
相

…

談
体
制
の
P
R
な
ど
全
国
的
に
幅
広
い

行
事
を
行
い
ま
す
。

．．
 
，，．
、．．
 
，O

0

・、，
．．． 
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「学校教育一一｜貫
一 アンケートまとまるーl 任

店免

の
強
い
素
直
で
正
直
な
子
ど
も

第 26 7号

( 1)学校教育に対する要望

ひ

（特に力を入れてほしいこと）

さ報 一一一ー あ広昭和32牢 8月 8日
一 ＿＿＿＿＿＿.. ___ . 3・m便物認可一一
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保
護
者
か
ら
み
た
理
想
像

｜
｜
小
学
校
五
・
六
年
、
中
学
絞
の
am
穫
者
会
員
を
対
象
に
｜
｜

朝
日
町
小
中
学
校
長
会
及
び
教
育

委
員
会
は
、
朝
日
町
の
小
学
校
五
、

六
年
生
、
全
中
学
生
の
保
護
者
全
国

を
対
象
に
今
年
の
九
月
、
学
校
教
育

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

50 
仁二コ中学生の保謙者

40 

(2）保常からみえ子どもの理想像 持 普

ι一塚多須：；；三：：．：：

：塚多額；：：：：ζ：： ；：霊霊三慾1~； 1 ｜ ｜ 

竺ミ量己感騎手』；
2セ｜ ： 協多額三

施
し
ま
し
た
が
こ
の
ほ
ど
次
の
よ
う
な
調

査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
回
収
率
は
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
で

し
た
。

~小学生のi純者

i
 

mu子
ど
も
の
育
成

↓lt情
縁
・
か
な

き
び
し
く

し
つ
け
を

子
ど
も
の
育
成

つ
よ
く
た
く
ま
し
い

つ
付
て
ほ
し
い

学
力
を

特
性
を
の
は
す

子
ど
も
の
個
怜

つ
け
て
ほ
し
い

正
し
い
心
情
え
を

人
間
と
し
て
の

30 

小学級｜
男子｜

20 

10 

。

－－「一一「一一一

i _L_ 

(4）子と．もの将来の生活への期待

ft!? 

「一二コ!JI笠従の｛呆ii者
凶翠蕊~女生徒のf畢il4雪

・平凡Fも3制主と’¥Qiしめ
岳会主ふ

..圭，高的1.－ゆ人h、4・生活

・H会的地付 ・名声の議

いと主活

・社会のためにつくすご
との rsるさ主治

・自分の才能をのI.Iすご

との （~ る注，A

<!) 子

大牢院コ

W
N
「

J
帆

大

一」．－－－－．」－一－1--. I φ ．． 一．‘一一‘一・．－一－ー一‘
可’

(3）子どもの進路に対する希望

能級 学

的I i't• 
中学総l
男子l

小学綬
女子

50% 

一川
引
わ
れ
炉
引
川
ザ

一

特

別

弔

慰

金

一

一

対

象

者

鉱

大

一

－

’
！
＋
一
月
か
ら
改
正
e

－－

－

一
川
被

没

者

の

泰

一

一

昨
年
度
の
遺
族
段
靖
誌
の
改
正
に
よ
一

－
n新
た
に
遺
族
年
金
を
受
け
る
乙
と
に
一

一な
っ
た
婆
に
（
た
だ
し
、
日
韓
串
南
京
変
以
一

一降
の
戦
没
者
の
饗
の
み
。
）

「
戦
没
者
一

一
等
の
委
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」
ニ
O
一

一
方
向

（
十
年
償
還
の
閏
偵
』
が
支
給
さ一

一
れ
ま
す
eo

－

－ω般没者
の

父

母

等

一

一

昨
年
度
の
遺
族
援
護
法
の
改
正
に
よ
一

一
り
新
た
に
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
に

一

一
な
っ
た
父
母
、
祖
父
母
に
（
た
だ
し
、

－

一
目
撃
事
変
以
降
の
戦
没
者
の
父
母
等
の

一

でか）

「
戦
没
父
母
等
特
別
給
付
金
」

＋一

－
万
円

（
五
年
償
還
の
国
債
）
が
支
鎗
さ

一

一
れ
ま
す。

一

一

ω特
別
田

市

慰

金

一

－

附
満
洲
事
変
関
係
（
昭
和
六
年
九
月
－

一
ナ
八
日

t
岡
和
十
二
年
七
月
六
円
）
の

一

一戦
没
者
を
対
象
戦
没
者
に
加
え
る。

一

－

同
今
ま
で
の
受
給
対
象
者
に

一
年
以
一

一
上
戦
没
者
と
生
計
関
係
の
あ
っ
た
三
親
…

一
等
内
親
狭
ま
で
に
鉱
大
し
、
務
祭
を
行
一

一
っ
た
者
を
先
順
位
と
し
て
支
給
す
る
。

一

…

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
易
住
民
一

一
課
福
祉
係
（
宮
三

l
一
一（

U
6内
線
ニ

一

一
八
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
(5) 

7 
9 



8 
0 

850点、16万円の売り上

今年もイJ用品交換会が10月23日動

分背少｛f:体育センターで開かれ、

820人の町民が来易し、特に日用品

店iの必れ行きが叩く好評をl脅しまし

た。

知事と語る会

開かれる
山民の声を県l放に生かすーための「

知事と語る会」 が10月8日勤労青少

年体行七ンターで聞かれ、約 200人
の町民を前に中国知事の当面の県政

全般についての基本報告があり、続

いて／川｜｜タ’ムの見通しゃ老人専門の

病院設悦などについて14人から活発

な＇till\Iがあり、械力要~にそいたい

n)JI引から符介されました。

第
一
田
町
内
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
は
、
先
に
附
…明
工
事

が
完
成
し
た
泊
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

夜
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

連
円
黙
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
、
決
勝
戦
は
、
宮
崎
ク
ラ

プ
と
城
山
h

リ
ドソ
プ
の
宮
崎
地

以
同
ぷ
の
対
戦
と
な
り
、
十

一一
対
一
で
宮
崎
ク
ワ
プ
が
優

勝
H
H

を
手
に
し
宮
市
し
た
。

(6) 

不用品交換会

850点の品物質取り

町内対抗手Jt大会

宮崎クラブに栄冠

!ti ~1 5 2平 11II 10日
’1刊・毎 月 10 u発行｝

げがあI）吃 したの

、行円lj:、

':t. 7 r. I・1

夜間バレー

ポール大会開催

男女あわせて33-f・－ムが診JJll
し、総合体育宮内において夜間バ

レーポーJレ大会が毎週土曜日に

開かれています。

同体行館での日的観普，：しー

ォ~－ Iレ大会以来、町民のパレー

ボールに1・Iずあ熱も i二がってい

るようです。

ハ
老
人
無
料

マ
ッ
サ
ー
ジ
V

ひ

：：に つ二い内 会
：：舵 た ・ ての長 十
：： ；を体人 ！m 老 ，1~ .II 

- 1 0 0万 円以よ ー ：： ωむの料入山 ；Ji.
－：ば ＼・ぉ .：を 秋目

。.～南保a・＊••紡止工事 j：し ・作ソ 式、J二，；QJ
工事費 545万円 hて い；ぞ叶・ 匁さ 11
工期 9月30日～52年3月25日5い lηl .こ 入自If
延長 路盤、彼峨側fllir. 151.Sf~ ：：ま ジ がジ制）制

。大屋海鎌a・＊••防止波宮潟エg ；：しの .Jiが 111：の は
工事費 I. 113万円 t1 弓後 ず {j セ I,~ ド

1 ~.：： 才i ~ l ン ｛｜
工 期 10月8日～12月20日 ；； 、、 H ,, 仁王
延長 275f; :: 業 こ 、l I: tbl: 

0下山新～殿町畿道略鉱幅改良工事 ；； ぞ わ がjに I）公
工司E費 2.217万円 ~： うはーお川（
工 期 10月8日～521r:3月10日 ：：
延長 610.3:;
刷局 7m 

。笹川 4 号線~幅改良工事
工事費 165万円
工期 10月12日～11月3011
延長 83. 5~； 

。笹川115－＇’線鉱幅改良工穆
工事費 1.080万円
工 期 10月15日～53{[:3 [J 15日 ：：
延長 106.3:.< 
幅 員 4.0(.;

o農村総合重傷モデル司E鍍
(j農詰会

工司耳貸 266万｜リ
J； 期 10月12日～5311:I月10円：：
延長 138.6:.;; 

。農村総合重傷モデル司陣織
〈集糸・，；r.水8~；ょ・Jf 竹の内〉

工事費 246万円
工 期 10月12日～53作 l月I0 fl ~~ 
延長 367. u; 

。農村総合董備モデル司際鎌
（集務引l・7)(2り・工・H・・m> 
:1：事費 194万円
工期 10月12日～12月15R ll 
延長 11 4 （.~ 

0・村総合董備モデル司区難
（農業用制｜：水12巧・工ゆ ・笹川｜〉

工事費 242万円
工期 10月12日～53$J'.i 月1011g 
延長 113 .s ：.~ 

0・村総合董備モデル事象
（農業用緋水2~J-Tlf{ ~lllJ) 
ェ，費 121万円
工 期 10月12t:I～12JjlO日日
延長 125~； 

0・村総合盤備モデル穆鎌
（築港排水 1~）工事店主. ;J、n：池）

工事費 613万円
工 期 10月23日～53年3月15!-I1t 
延長 430.S:Z

。笹川東山用水路災書復旧工事
工事資 190万円
工期 10月12日～12月1OLI 
延長 4UZ

OJ阿保策江用水路災書復旧工司E
ユJ司E費 123万円
工期 10月12日～5311:2) ]28日H
延長 21.U.;; 

。池谷町鉱幅改良工事
工事費 843万円
工 期 10月15日～53年3)J 10「！日
延長 331.7に
。節 目 6.5rn 

。竹屋谷川河川繍修工穆
ーl；事費 172JH1) 
I: Wl IOJJ7311、iI J l 1011 
征以 370,・. 

さあ‘tU u; 

町営工事入礼状況

昭和従軍 a11 a n 
． 第 3 縄鵬便物~可
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－鉱 26 7号 一一

第
七
回
富
山
県
青
年
の
船
に
参
加
し
て

ソ連みたまま
員

越間利志雄 （南保〉

水野加代子 （山崎）

第
七
回
富
山
県
青
年
の
船
は
、
八
月
二
咋

十
五
日
か
ら
二
週
間
、
ソ
連
を
親
善
訪
問
げ

し
ま
し
た
が
、
朝
日
町
か
ら
は
、
団
員
と
内川か

し
て
巡
は
れ
診
加
さ
れ
た
越
間
利
志
雄

（
伊

南
保
）
さ
ん
と
、
水
野
加
代
子
（
山
崎
）
ノ

ざ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ソ
連
み
た
ま
ま
の
感

M

想
文
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た

。

月

・与、‘、、号えぶモミ守・、、ミえさ
r
b＼？、吉、・きも丈、
．J
、之、、、
s
r
、、？ミ
入、‘号、
、‘、、、、
．．
 

団

広
大
な
土
地

質

素

な

同

一
国
の
内
に
お
い
て
、
時
差
約
十
二
時

間
と
言
わ
れ
る
広
大
な
土
地、

お
お
ら
か

な
国
民
性
、
日
本
は
狭
く
、
こ
せ
こ
せ
し

て
い
る
か
ら
特
に
そ
う
感
じ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。今

の
ソ
連
は
、

十

一
月
革
命
の
六
十
周

年
記
念
の
壊
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て

お
り
、
特
に
憲
法
改
正
の
事
が
ど
こ
に
行

っ
て
も
話
の
中
に
出
て
き
た
の

見
た
限
り
で
の

一
般
人
の
生
活
は
、
衣

食
住
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
質
素
な
感
じ
で

あ
る
。
日
本
は
繁
栄
し
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
が
、
ぜ
い
た
く
だ
な
あ
！
と
つ
く

づ
く
思
う
と
共
に
、
物
質
的
に
恵
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
は
た
し
て
幸
わ
せ
な
の
か
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

四
十
数
年
変
わ
ら
ぬ
家
賃
、
議
員
の
半

数
近
く
が
女
性
、

失
業
者
無
し
な
ど
、

日

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
が
数
多

く
あ
り
、
M
ソ
の
違
い
を
一
部
と
は
い
え

見
聞
し
体
験
で
き
た
こ
と
は
良
か
っ
た
。

五
年
前
の
訪
ソ
〈
第
二
回
青
年
の
船
）

ひ一…さあ報－一広
昭和32年 S珂8E 

守 ’~ 3・郵便物隠可 一－－

越

間

利
志
鎌

（
写
真
は
、
イ
W
ク
I
ツ
ク
の

日
本
人
墓
地
）

時
に
比
し
て
、
訪
ソ
人
口
も
年
々
ふ
え
、

カ
メ
ラ
で
の
録
影
等
も
随
分
向
自
に
な
っ

て
、
だ
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
の

ζ

と
。
ソ
連
首
脳
の
集
う
ク
レ
ム
リ
ン
宮

殿
は
さ
す
が
で
あ
っ
た
。
書
け
ば
ま
だ
ま

だ
あ
り
ま
す
が
、

機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す。

ど
こ
ま
で
も
続
く

ソ
連
邦
の
大
地

水

加
代
子

野

八
月
二
十
五
日
富
山
新
港
を
出
発
し
た

第
七
M
富
山
県
青
年
の
船
の
一
行
は
、
二

十
七
時
間
後
に
異
国
の
地
「
ナ
ホ
ト
カ」

に
着
い
た
。
可
愛
い
ピ
オ
ネ
l
w
の
出
迎

え
に
顔
を
ほ
ζ

ろ
ば
せ
、
日
本
人
墓
地
の

器
参
、
休
む
間
・
も
な
く
ハ
パ
ロ
ソ
ス
ク
へ
。

列
車
か
ら
見
る
ソ
連
邦
の
大
地
は
ど
乙
ま

で
も
続
く
。

ハ
パ
ロ
ソ
ス
ク
で
は、

パ
ト
カ
ー
の
先

導
を
受
け
る
ほ
ど
の
歓
迎
ふ
り
で
あ
り
、

現
地
青
年

〈
コ
ム

ソ
モ
l

w
〉
遂
と
の
交

歓
む
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

二
十
八
回
、
民
の
飛
行
機
で
屯
ス
ク
ウ

へ
向
う
。
八
時
間
の
時
差
に
は
今
回目
疲
れ

（写
真
は
、
国
民
経
済
達
成
熔
覧

会
々
場
）

て
い
た
c

モ
ス
ク
ワ
は
初
秋
で
あ
り、

そ

ス
ク
ワ
大
学
、

国
民
経
済
達
成
幡
町
覧
会
場

な
ど
多
く
の
文
化
に
接
し
た
。

三
十
一
日
、
イ
W
ク
1
ツ
ク
へ
向
う
。

バ
イ
カ
ル
制
見
学
や
ピ
ク

ニ
，
ク
タ
イ
ガ

と
い
っ
た
自
然
の
山
中
で
の
行
動
で
肌
で
ソ

連
邦
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

九
月
四
日
、
イ
ル
ク
l
ツ
ク
を
後
に
し

て
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
ナ
ホ
ト
カ
を
経
て

七
日
に
富
山
新
港
に
帰
っ
た
。

広
大
な
固
で
あ
る
が
た
め
、
気
候
や
時

記
の
遣
い
に
も
め
げ
ず
、
多
く
の
人
々
と

交
放
し
、
多
く
の
事
を
見
聞
き
し
て
き
た

こ
と
は
生
猷
忘
れ
え
ぬ
か
て
と
な
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

寄

贈福
侃
セ
ン
タ
ー
~ 

O
進
一卜
大
平
つ
ぎ
さ
ん
よ
り
し
し
吟
う

人・
ネ
W
一
一枚

～
新
し
い
郵
便

一

一

番
号
簿
を
ど
う
ぞ

一

一

昭
和
五
十
二
年
版
の
郵
便
信
号
簿
が

一

…
到
着
し
ま
し
た
ω
紛
失
、
き
損
さ
れ
た
一

世
方
、
ま
た
新
た
に
位
得
を
持
た
れ
た
万
～

一
な
ど
挙
号
待
を
と
入
用
の
方
は
、
泊
郵
一

～
便
局
〈
舎
一二

l
O九
一
O
）
の
窓
口
へ

品

一
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

一

（
泊
郵
悦
局
）

…〈
今
月
の
表
紙
〉
…

表
紙
の
歌
は
明
治
の
小
頃
子
供
た
ち
〈

山
の
聞
で
花
い
ち
も
ん
め
の
歌
で
、

一
人
J

V

対
数
人
で
向
い
合
い
前
後
の
三
歩
あ
る
～

～
き
を
し
な
い
で
歌
だ
け
で
遊
び
、
歌
い

山

内
お
わ
る
と

一
人
ず
つ
好
き
な
子
か
ら
貰
山

川
い
、
次
々
に
向
い
側
の
人
を
全
部
貰
い
い

〆
無
く
し
て
し
ま
う
。

無
く
な
る
と
ま
た
初
め
か
ら
く
り
か

～

川
え
し
て
遊
び
を
つ
づ
け
た
。

花
い
ち
も
ん
め
の
歎
も
い
く
つ
か
あ
J

H

る

。

“

ふ
る
さ
と
求
め
て
花
い
ち
も
ん
め
。
～

川
勝
っ
て
う
れ
し
い
花
い
ち
も
ん
め
が
あ
～

〈る
。

九

昔
は
両
万
の
組
の
真
ん
中
に
線
を
引
山

～
き
指
名
さ
れ
た
子
ど
も
二
人
は
中
央
の
J

～
線
に
片
足
を
乗
せ
て
、
片
手
で
引
っ
は
）

山
り
あ
っ
た
り
、

足
ジ

守
ン
ケ
ン
を
し
た
へ

山
り
し
て
勝
負
を
決
め
た
が
、
今
は
手
で

…

一
ジ
守
ン
ケ
ン
ポ
イ
で
あ
る
。
最
近
の
歌
山

山
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

山
一
勝
っ
て
う
れ
し
い
花
い
ち
も
ん
め

山
負
け
て
く
や
し
い
花
い
ち
も
ん
め

d

い
ミ
カ
ン
集
め
て
東
京
へ
送
れ

M

M

黒
砂
槍
集
め
て
田
舎
へ
送
れ

川
あ
の
子
が
ほ
し
い

山
あ
の
子
じ
や
わ
か
ら
ん

山
こ
の
子
が
ほ
し
い

山
こ
の
子
じ
や
わ
か
ら
ん

日
そ
う
だ
ん
し
ま
し
ょ
う

そ

う

し
ま
し
H

M

ょ
う

H

～
0
0さ
ん
が
ほ
し
い

J
x
×
さ
ん
が
ほ
し
い

日ネ
コ
が
ネ
ズ
ミ
を
取
り

～
イ
タ
チ
が
お
っ
か
け
た
ち
ょ
い
ち
ょ山

内
レ
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
イ

（
写
真
は
、
境
に
て
〉

(7) 
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IJ~民年金だよ り

ロニニ；払開始日」

十
一
月

十
一
日
か

ら
福
祉
年

金
の
支
払

が
始
ま
り

ま
す
。
お

手
も
と
に

お
持
ち
の

国
民
年
金

E
・
に、

支
払
月
十

二
月
と
な

り
愛
の
献
血
議

協
力
者
芳
名

ー
九
月
実
施
分
！

兵
勝
敏
夫
ハ
境
〉
、
湊
明
美

（
荒
川
）
、

以
来
白
紀
夫
〈
横
出
〉
、
竹
内
秀
孝
（
笹

川
）
、
山
岡
久
嗣
（
濠
塚
）
、
山
崎
剛
（

舟
川
新
）
、
中
川
大
〈
沼
保
）
、
荒
川
妙

子
（
平
柳
）
、
大
久
保
文
江
ハ
柳
削
〉
、

柳
沢
の
り
代
（
沼
保
）
、
長
井
静
乃
（
笹

川
）
、
高
浜
ひ
で
み
（
平
柳
〉
、
玉
木
雅

人

〈
泊
〉
、
近
江
順
治
〈
泊
）
、
岩
谷
一

例
〈
宮
崎
）
、
佐
渡
甥
子
〈
東
首
相
野
〉
、

長仲介
恵
也

〈
〈
笹
川
）
、
仙
名
忠
（
山
崎

〉
、
積
山
秀
男
ハ
積
出
）
、
西
国
彰
（
円

山
）
、
竹
内
繁
作
（
笹
川
〉
、
谷
口
健

一

〈
道
下
）
山
出
猛
（
桜
町
〉
、

U
M
谷
栄
子

（
陶
保
）
、
山
本
奈
結
実
（
南
保
越
）
、

山
崎
角
平
〈
泊
）
、
谷
比
邑
芯
（
南
保
）

柳
沢
英
夫
（
積
厄
｝

（
富
山
県
赤
十
字
血
枝
セ
ン
タ
ー
J

っ
て
い
る
分
に
つ
い
て
は、

－
カ
月
間
早
め

て
今
月
か
ら
受
け
と
れ
る
の
で
す
。

年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
に
、
な

ん
だ
か
少
な
い
な
あ
：
：
・
：
：
と
お
思
い
で

し
ょ
う
が
、
乙
れ
は
、
九
、
十
、
十
一
月

の
三
カ
月
分
だ
か
ら
で
す
。

次
回
四
月
の
支
払
い
か
ら
は
、
四
カ
月

分
と
な
り
ま
す
。

支
払
月
を
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
住
民
銀
国
民

年
金
保
〈
－E
z－
－

一
ハ
汽
〉
内
線
二
九
）

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

朝
日
町
普
意
銀
行

社
会
制
紙
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
普
意
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

・商
用
車
野
岡
本
常
事
さ
ん
が
拾
得
物
報

労
金
一
平
円

．
泊
朝
日
石
油
社
員
一
同
よ
り
古
切
手

二、

一
九
七
牧

・
道
下
、
平
野
市
中
太
郎
さ
ん
が
古
切
手
四

八
二
枚

一
と
く
名
古
切
手
七
六
枚

（
附
利
冗
十
一

一年
十
月
十
瓦
日
現
在
）

お
す
こ
や
か
に

崎
明

吋
崎
市
ハ
訂

（赤
ち
ゃ
ん
量
生
）

水
品

正
問

ニ
児

向

他
木

克
敏

長

女

利

束
事
野

松
涛
町

絵
祷
町

上
道
下

平
柳
一

日
東
町

桜

町
月

山

赤

川

小

吏
蛭

谷

蛭

谷

細

野

大
家
庄

大
家
庄

大井辻畏米谷金西大山平小宮若寺
会口 崎 正口芥 田島岸 崎 竹崎島田

場政 過 一 清仁上達秀取刺明
隆雄光孟別清先司孝文雄夫 ー轡 "ts

お
し
あ
わ
せ
に

O
ぶ

町

黒

部

市

O
草

野
草

野

O
殿

町

入

普

町

o
m
川

新

羽

入

S古 二~畏畏畏長 二二畏二長長畏 二長
女男男女男女女女男女女女男男男

~麻亜隆さ真白
衣香

里也制番親香子美宏よ弓理隆吾大

健智

(8) 

万組ji政理
~ 

中

村

健

志

小

坂

泰

子

高

偽

弘

己

高

島

良

子

鹿

熊

伸

一

木

村

美

智

子

何

回

実

青

島

子

お
く
や
み

子次

。情明
。
潟
泉
町

O
上

町

O
谷

O
細

野

O
大
家
庄

う
下

野

小坂中山 q1j十兵

死

川 IJ村井村問時

Y-・ ・"f・ 

亡
）

米
治
（
刊
）

き
く
ゑ
（
臼
）

圧

泊

（

η）

あ
ざ
子
（
犯
）

忠
夫
（
折
）

健

治
〈
前
）

ド．
－一
郎
〈
市m
d
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11日 世界平和記念

日
15日七五三祝
22日小 雪

23日勤労感謝の日

26日火災予防週間

今月の町税

水利地益税

固定資産貌

（第3期分）
国民健康保険税

（ ~1 3 期分）

納期限 11月30日

11月（姑；

人

権

の

共

存

明
る
い
近
隣
関
係
を
築
下」う

人
権
週
間
！
！
十
二
周
囲
日
j
十
日

第 26 7 .子

な
界
人
権
宣
言
が
、
附
和
二
十
二
年
十

二
月
十
日
の
第
三
回
国
連
総
会
で
採
択
さ

れ
て
か
ら
、
今
年
は
二
十
九
年
目
に
な
り

ま
す
。政

府
に
お
い
て
な
、
毎
年
十
二
月
四
E

か
ら
十
日
支
で
の

一
巡
聞
を
「
人
権
週
間

」
と
定
め
、
全
国
的
に
各
種
の
行
事
を
行

い
、
広
く
国
民
の
人
権
意
識
の
高
川
仰
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
困
っ

た
こ
と
や
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、
富
山

地
方
法
お
局
魚
津
支
局
（
雪

O
七
六
五
｜

ひさあ議i広

，、＂－芯

談

毎月第 1火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

川上聖書ー（舎3-0050)

相談ごとご案内

正もタ2るV〆点、Fかお物公•，Y..P)引かM・＂＇川
＇’r‘ ...,, 

相政

湯所

相談員

n1 

ム’－f:r 

二
二

－
－E
六

一
）
又
は
依
田
町
の
人
符

持
議
委
員

上
国
憲
二
（
桜
町
）
舎
二

O
一一一
七

在
回
祐
芳
〈
泊
）
管
一
一

一
一
一
六
回

小

沢

浩

（
泊
）
舎
三
・
三
0
0
0

ま
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

個
人
事
業
税
の
納
付
は

十
一
月
三
十
日
ま
で
に

W
K
人
事
業
秩
の
第
二
期
分
の
杭
銑
限
は

十

一
月
三
十
日
で
す
。

ム人権法律相総

10月18日

午後 i時～午後4時

朝日町福祉センタ一

人権擁護委員

心配ごと相談

所

毎週火随臼

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

（曾3-0576)

時

時

場所

相談員

ム

日

場

日

た
近
く
の
銀
行
・
信
用
合
間

・
校
百
一銀

行
・
農
協
部
又
は
魚
崎
博
県
税
事
務
所
窓
口

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
は
、
便
利
で
安
全
確
災
な
二
い

出
振
れ

o
制
度
が
利
用
で
き
ま
ず
か
ら
、

金
融
機
関

X
は
魚
津
山
県
税
事
務
所
〈
・E
f

d

七
戸
五

二
回
J
五
三一

一
一
）
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

よ
い
電
気
設
備
で

電
気
火
災
・

感
電
事
故
；

な
く
し
よ
う

水
気
rv混
気
の
あ
る
場
所
で
使
用
す
る

洗
た
く
機
、
ポ
ン
プ
、
電
子
レ

ン
ジ
、
ル

ー
ム
ク
ー
ラ
ー
な
ど
に
は
感
電
を
防
ぐ
た

め
、
保
混
し
h

・断
的
と
ア
i
ス
を
必
ず
つ

け
ま
し
ょ
う
。

漏
電
し
ゃ
断
総
と
は
、
mm電
す
る
と
自

動
的
に
積
一気
が
切
れ、

火
災
や
感
宿
中
故

を
防
い
で
く
れ
る
袈
蹴
で
す
。

花
限
憶
力
泊
営
業
所

（
舎
三

l
n
x一
三
八
）

受通事故巡回相談

第 I.第 3月曜日

午前10時～午後3時

黒部市1'7.所
第 I.第 3水曜日

午前10時～午後3時

県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

。モ：・(i、x・:, • 

①日時

弱所

①日時

場所

ム

朝日町ジュニア

スキースクール

ル ・中学生を対象に次の要領によ

りスキースクー／レを開m；しますc

参加を希望される人は、~小 ・ ＂ i

学校Xは朝日町教育委員会事務局（

舎 2 1 i04）へ申込用紙に記入のう

え1t1し込んでください。々お定員に

なり次第締め切ります。

参加者募集

l附利53年 1月3II～5 h 

(3泊4日）

新赤倉スキ－.tlli
小学校4年生以上で、初

心者から上級者－まで

小学生 17.000円

中学生 18.000円

スキー技術とνク1.1~. 

・ン、卜同体生活の規律

臼

会 a・
4’加資格

.加費用

同句

台

期

内

・
図
書
館
だ
よ
り
・

図
宙
宵
館
で
は
、
個
人
で
は
、
な
か
な
か

い飢
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
高
価
な
美
術
替
が

寄
贈
（
御
物
、
絵
巻
大
成
、
中
国
首
陶
磁

）
さ
れ
、
ほ
か
に
も
日
本
の
美
術
、

日
本

の
削
臼
全
集
、
重
要
文
化
財
、
日
本
の
的

剛
、
日
本
美
術
絵
師
会
集、

日
世
絵
大
系

な
ど
、
こ
れ
ら
は
美
を
M
M
り
豊
か
な
前
回
傑

汁
く
り
に
役
立
つ
も
の
と
忠
わ
れ
ま
す
。

一
日
前
か
に
鑑
賞
し
た
り
、
読
ん
だ
り

の
一
時
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か。凶

件

紹

介

・4

富
山
の
い
で
湯

岡
田
正
ニ
蕃

こ
の
本
は
、

笛
山
県
の
泌
尿
、
鉱

e

けれの

う
ち
か
ら

一
二
四
を
選
ん
で
栄
質
、
日
初
能

施
設
、
由
来
、
伝
説
な
ど
を
詳
し
く
制
介

し
た
、

い
で
湯
風
土
記
で
す
。
温
泉
利
用

に
役
立
つ
よ
う
に
各
揚
宿
の
築
内
図
、
交

通
の
便
な
ど
載
せ
て
あ
り
ま
す
。

ヒ
人
聞
の
笹
明

森
村
駿
一
一
者

高
層
ホ
テ
ル
で
起
き
た
黒
人
州
政
事
件

を
追
う
刑
事
の
執
念
の
追
跡
、

＼
ユ

1
1

i
ク
か
ら
山
峡
の
混
以
な
ど
詩
情
豊
か
に

仙
き
出
さ
れ
て
い
る
国
際
的
ス
ケ
l

w
で

拙
い
た
長
編
縫
理

新

川

案

内

文
心
読
本

お
と
し
よ
日
の
し
h

り

庇
ル
ん
製
粉
の
つ
く
じ

η

俳
句
読
本

俳
句
実
作
入
門

法
郷
の
海

．土
貞
治
の
日
記

あ
る
歴
史
の
娘

日
本
列
島
地
学
散
歩

紙
お
ば
あ
さ
ん
の
知
恵
袋

出
の
証
討

今
日
は
再
ぴ
来
ら
ず

．烏
を
売
る
女

野
性
の
証
明

と
な
り
と
私

風

見

鶏

上

真
田
太
平
記

六

感
情
物
記
巡
上
・

ド

略
的
火

伎
の
私
服
智
早
川

メ
h

o

f

一

川
内

汗
子

前

聞

知

盛
安

臥
生

能
村
登
四
郎

山川
…回

｝一
郎

f
・
ー
ら
vw

犬

長

道

子

竹
内

均

桑
弁

い
ね

・
以
樹
静
子

城
山

三
郎

絵
本
出
問
張

森
村

誠

一

国
側
田
寿
賀
子

杉

山

発

砲
波
正
太
郎

山
本
周
五
郎

加
蛍

秀

一一
一

5
・

3
4

棚
卸
コ
l

h
n

一

’日’8 
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（決められた日時に安けられない方は）
最寄りの会場で畳けてください。 ノ

報広

考備区地象対場会

母子手帳 持診

1検 査斜
! 1 • 2 0 0円

区 i母子手帳持診

区地全験 工 会 館

｜日（躍） ’

午後24（木）
1.00～2.00 

午後
2.00～3.00 

＞ 月1 1 ，／ 、、、

刻時者各t対業事

5 2年 8月生月児検診3カ

母

区地1モ泊病院
繋形外事｝

地会職 工 会 館

母子手帳 持参区地全福W:センター

区 i母子手帳持容

検 査 軒
750円

i検資料
; 7 5 0円

区地

地

附

全

v
’
 

－
E
 

・Fe－－

区

区

民

補祉センター

生 活改 善
センター

地

地

地

保

1
 

1
 

1
 

南

;n: 

南保小学校

協

所

普

－

肢

支

改

タ

央
川
活
ン

中

笹

生

セ

午後
2.00～3.。。

午後

1.00～3.00 

午後 ： 
1.00～3. 00 ~ 

‘1似合） ！午前
9 00～10 00 

者

22（火） i午前
・9.00～10.00

午前
,10.00～12.00 

/2（’I<,.) 
午後

' 1.00～2.00 

5 2年 8月生 24（木）股関節脱きゅう検査

24 （木〉5 2年 2月生児検診月1) 9 
子

25（合〉自50年 7月生
歪50年8月生-r1!" 検児歳2 

健 ．
母

保

29（火）員全

E霊

的妊級

11'i' 0）集｜吋 検 診
人 ’

学潟』

成

f,''/ 人鮒

病

予 ！キ，チンり｛による

防 栄 崎宮'"', 1・I：だ長

区

＼、、
，， 月12 

地全
協
円
抗
刑
什

－

脳
出

釦－
1

一
則

保
支
↑
公

部

一
谷

黒
川
一
一位

午後
1.00～3.00 

2 ( －：！~） ら
で

か
ま

児
人

明~
M ’老

材1U
R
 

ru 
健

成

検夜料
750円

検 査 料
700円

姪谷、谷、羽入午後
1.30～3.00 

Lr前6 (・/¥) 
9.00～10.00 

2 （~） 上以歳診 30検病人！』L
人

区地境境 公民 問

111 央 農協

山 崎支 所
午後

1.30～3.00 : 

午後

1.30～3.00 

草雪ち謀'1'i'の 策問 検 診 ；才II病

予

検 査 料
7 0 0円

検貸料
I 6. o o円

区 検査 斜
I .. 6 o o円

検査料
600円

母子手帳持参

区地崎山9 （合）

ri・ !'.?{ lfi 事ゐ
IF'/ 検

、
ノ・!/ 

a
 

l
 

e
M

与．，
a

一

防

区地イ与i南南保／）、学校13（＇／く｝

区大家庄地大家庄小学校

中央 農協
山崎支所

午後

I. 30～3.00 

午後
1.30～3.00. 

7 （水）
ii . 

地崎LU 9 （金）:ft・・~‘ 診め検人子 ・州

区地保
“... 
l判南保小学校午後 I 

1.30～3.00 

午後
1.00～3.00 

13（火〉保

区地＜＇！モ福祉センター20（火）幸品 i自49年6月生
町至491ドlf j生

検児店長
健 つ

8 
2 

：救！
！急j
j箱）

。。）

薬

も

毒

に
／

救
急
箱
に
入
れ
て
お
く
薬
も
、
買
い
方
、

使
い
方
、
保
管
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
思

わ
ぬ
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
ト
分
注

愈
し
ま
し
ょ
う
。

51 

八
薬
の
正
し
い
使
い
方
V

マ
O

効
能
量
官
。
は
必
ず
読
む
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

）負傷者 1

マ
用
法
、
用
昆
を
正
し
く
守
り
ま
し
ょ
う
り

マ
他
の
薬
と
の
併
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

γ
服
用
時
聞
を

γり
ま
し
ょ
う
。

一γ
服
用
の
と
き
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
を

γη

ま
し
ょ
う
。

鎮
飾
剤
、
カ
プ
セ
ル
剤
は
、
問
で
は

裕
け
ず
、
脳
で
は
じ
め
て
附
け
て
附
収

さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
む
や

み
に
か
ん
だ
り
し
な
い
で
く
だ
寸
～
ぃ
。

液
剤
は
、
主
成
分
が
沈
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
よ
く
振
り
て
か

ら
飲
む
よ
う
に
し
て
く
だ
巧
い
。

。者。）死~ 1 f本千f..¥f-;f!・数 1

八
医
師
や
滋
剤
師
に
も
相
般
を
＼

つ
ぎ
の
場
合
は
、
必
ず
医
川
川
や
品
川
刑
川

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

一、：
れ
状
が
胤
純
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
抗
日
仏

が
重
な
っ
て
い
る
と
き
、
ま
に
は
－
M
状

が
刻
々
変
化
す
る
と
さ
。

一、
商
然
の
と
き
、
と
く
に
必
A
が
多
少
と

も
位
さ
れ
て
い
る
と
き
。

脈
が
何
し
く
泌
く
呼
阪
間
然
な
と
き
日

J

過
去
に
川
じ
よ
う
な
病
以
に
か
か
り
、

い
つ
も
の
薬
が
き
か
な
い
と
考
υ

γ
一
ノ
レ
ル
ト
寸
l
依
刊
の
人
。

件10月の町内交通事故




